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乾田直播機械化栽培技術体系確立に関する試験

米沢　確・岡島　正昭・千葉　満男
（岩手県農業試験場県南分場）

1　ま　え　が　き

過去の試験結果をもとに，乾田直播椀械化体系組立

実証試験を行い，体系確立の問題点を検討した。

2　試　験　方　法

第1表　主要供試機械名

校　　 械　　 名 親　　 格 備　　　　　 考

ト　 ラ　 ク　 タ　 ー 2 0 王〉S

ロ　 ー　 タ　 リ　 ー 140 c m 耕 転 ピ ッチ 4 ～ 5 C郡

シ ー ド ド リル 7 粂 5 条 で使 用

フ ァ ー ム ワ ゴ ン 750 極 審 堆 肥 ，運 搬 兼 用

ロ　　　　 ー　　　　 フ 2 1D c椚

ラ　 イ　 ム　 ソ　 ア 2 1D c 7花

ス　 プ　　 レ　 ヤ 40 0 g

7■　　 ィ　　 フ　　 ‾ d P S

自 脱 コ ンバ イ ン 2 粂 全 面 刈 り

乾　　 燥　　 畿 24 石 テ ンパ リ ン グ方 式

籾　　 摺　　 幾 5 イ　ンチ

当場の基盤整備50a区画水田で，第1表に示す機

第2表　作業時聞及び作業内容

枕を供試し，昭和46，47年の2年間試験を行

った。

5　試　験　結　果

110a当り作業時間

本体系の延作業時間は，第2表に示すとおり40．26

時間で，県平均（統約・生産費調査）55．4喀とその省

力効果は大である。　しかし，稚苗体系に比し省力化

の可能性を持っ播種まで（稚苗では移植まで）の作業

時間は．乾直では堆肥施用（稚苗は生わら）などのた

めに，多くを要していることから，更に乾直体系の省

力化を計るためには，生わら施用法と能率的な耕起整

地法，不耕起栽培法などの検討が必要である。

また，乾直体系では，雑草防除に10a当り7時

間も要しており，効果的な雑草防除法の確立が必要で

ある。

作 業 の 種 類

1 0 a・当 り延 作 業 時 間

作 業 の 内 容 ・ 資 材 量 （ 10 a 当 り ）

乾　 直 体 系 （参 稚 苗 体 系

種　 子　 予　 措 0 ．4 7 1． 1 7 硫 安 2 ．8 毎 ，ホルマ リン 5 5 0 〇〇，肩 切 り催 芽

耕 起 ・ 整　 地 1．8 5 2 ．1 1 秋 耕 ， 春 砕 土 ， 頃 圧 1 回

施 肥

播 種

堆 肥 ・ケ イ カ ル ・追 肥 4 ，9 2 5．5 0 堆 肥 1，5 0 0 毎 ，稚 苗 生 わ ら ，ケイ カル 1 5 0 才，硫 安 4 2 毎

施　 肥　 ・　 播　 種 2 ．1 8 2 ．6 0 B B 肥 料 8 0 毎 （N d ．4 ， P 15 ．2 ， R 10 ．4 ）

除　 r　　　　　　 革 7　 0 8 5 ．4 （5 サ ター ン 乳 剤 1 毎 ，ス タム 〇・8 毎 ，トレ7 7 ノ 4 毎 ，マ メ ッ ト5 九g

防　　　　　　　　 除 5．4 8 5． 1 （； ス ミチオ ン 占〇〇〇，ヒノザ ソ 5 0 0 〇〇，マラ ソン 5 0 0 〇〇，ネオア ソジ

収　 穫　 調　 製 1 1．5 0 1 5 ．4 2
運 搬 距 離 5 0 0 7m　　　　　　　　　 ＼」 ユ 2 ［三三／‾

水　　　 管　　　 理 R　 O O 9　 0 0 統 計 調 査 事 務 所 の 調 査 に よ る 。

合　　　　 計 4 0 ．2 8 4 2 ．7 占

2　播種精度

第5表にみられるように，乾直栽培によって，土壌

の団粒構造が発達し，2年目は砕土が容易になり．砕

土率の向上も認められるが，挿種時の土掌状態が播種

精度に影響し，47年は播種前日12況都の降雨があり，

耕盤層に滞水した所もあって，トラクタの走行に支障

をきたし，播種量，播種深も不整で，48年より播種

精度が低下した。

5　出芽率

播種から出芽始めまでの杭算気温（有効12℃以上）

は48，47年とも150℃台であった。48年の出芽ま

での気温は低目に経過し，降雨量は平年のdD啓で．

気温・雨量とも平年並みに経過した47年に此し，出

芽は約10日遅れたが，出芽歩合は第4表に示すよう
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第5表　播種　精　度

品　　 種 播種様式
m 間 播 種
粒　 数

播　 種　 探 施　 肥　 深
砕 土 比

2 0勿屈以下

レ イ　 メ イ 5 D x 粂 播 1 1 1 ± 15 ．5

e 椚 仁椚 多 卑

2 ．5 ± 0 ．8 5 ．5 士 0 ，4 6 8 ．1 5 0．5

レ イ　 メ イ 〝 7 9
－ － － －

ハ ヤ こ シ キ 〝 1 0 0 士 1 2 ．4 2 ．8 土 1．2 5．4 士 0 ，4 7 8 ．9 5 8．8

第4表　出　芽　率

品　　 種 播 種 月 日 出芽 始 め
　 月 日

出 芽数
5．11 5．15 5．2 0 5．25 5．24 5．26

l

5．2 8年

レイ　メイ 4．5 0 5．1 7

7㌦　 当　 り
ー － 1 1 2 － 179 － 25 0 2 9 9

歩　 合 悌）
－ － 5 1．4 － 5 0．2 － 7 0．4 8 4．2

レイ　メイ 4．2 8 5．9

ナ諺　 当　 り 8 8 12 4 14 7 1 8 5 － 18 8 － －

歩　 合 解〉 2 占．7 4 8．d 5 7 8 6 4 ．7 － 85．1 － －

ハヤニシキ 4．2 8 5．8

†ガ　 当　 り 1 17 1 8 0 2 2 8 2 5 7 － 24 8 － －

歩　 合 物 5 8．2 5 5．7 7 0．0 7 5．4 － 74．6 － －

に877啓と高出芽率を示している。47年は出芽始め

までの日数が48年より7日程度早まったが，前述の

播種精度の低下により，出芽歩合が低下した。

4　生育収量

47年は百立ちが少なかったにもかかわらず，高温

多照の好気象条件の下で，4°年に比し初期生育が旺

盛で，最高茎数では48年を上回り900本／〝㌔台とな

り，穂数は500本／がを確保し，更に豊熟歩合の向上

により，610幅の収量が得られた。しかし，1穂概数

が少なく，単位面桔当り総和数は46年より減少した。

乾田直播栽培においては．過大透水量になりやすく，

特に湛水初期の透水量が多いが，本体系は場において

第5表　　収　量　調　査

も，48年の湛水当初は．約200〝忍の日減水深があっ

た（その後徐々に減少し8月上旬には50ガ凋台となる）。

47年は耕起時より湛水切り替え時までの降雨量は，

46年の約2倍であり，このことが土層のき裂の発達

を抑制し．透水係数で10‾1～10‾2程度低下し，日減

水深も湛水当初50刀戯／日と，48年の25啓であった。

透水量の多少は肥料溶脱と地温とに関連し，47年の

透水量の少ない結果が初期生育と茎数増加をもたらし

た一因とみられ，出芽苗立ちの安定化とともに．過大

透水の防止対策が必要であり，同時にまた，穂数増加

にあっても着粒数の低下をきたさない施肥対応の検討

が必要である。

年
品　　 種 出 禁 教 出 穂 期 辞　 長 稔　 長

†㌦ 当 り ■有 効 茎 a 当 り a 当 り ’玄　 米 ㌦ 当 り 豊　 熟

次 穂　 数 歩　 合 わ ら 重 精 玄 米 重 千 粒 重 総 もみ 数 歩　 合

4° レ イ　 メ イ 1 1．4 8 ．1 0
　 ぐ市
7 R 9

　 e l犯
1 9 0 4 7 5

5 諸 　 毎

8 8 ．8

　 毎

5 7 4
　 ダ
2 2 ．5

千 粒

5 8．5

7 8 ．㌢

4 7
〝 1 1．9 8 ．8 8 2 ．5 1 8 ．8 5 1 9 5 8 ．7 8 1．° 6 1．0 2 2 ．5 5 4 ．7 8 4 ．8

′～ヤニシキ 1 1．7 8 ．5 9 0 ．8 1 8 ．8 5 0 0 5 鼠 5 d l．d 8 0．5 2 2 ．8 5 1．9 8 6 ．2

5　生産費の試算

本体系の生産費は，固定費の低下する25ha規模を

想定して試算した（稚苗体系とも）結果，10a当り

1次生産費は52，212円（玄米dO幅当り5，192円）で，

県平均（統調，生産費調査）の約59感であったが，

稚苗体系の51，148円（玄米dO吻当り2，954円）より

高くなった。10a当り固定費をみると稚苗の鼠545

円に対して855円で，1，910円安く，国定資本1．000円

当り収益は，稚苗体系の5、185円に対し5．878円で690

円多く，横根．建物等の固定資本の投資効果は乾直体
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第8表　生産　費　の　試　算

　　　　 区　 分

費　 目
県　 平　 均 稚　 苗　 体　 系 乾　 直　 体　 系

米

生

産

費

（
円

）

費

用

内

訳

種　　　 苗　　 費 8 5 9 8 0 0 1．0 5 0

肥　　　 料　　　 費 5．1 9 5 5，5 5 6 8，5 2 6

農　 薬　 剤　 費 1．2 1 6 2，2 2 9 4，7 5 8

光　 熱　 動　 力　 費 7 4 8 7 0 4 5 5 0

そ の 他 諸 材 料 費 1，1 8 5 7 1 ー

土 地 改 良 ・水 利 費 2，5 1 9 5，8 8 0 5，8 6 0

賃　 借　 料 ・料　 金 2，4 2 4 － －

建 物 ・ 設　 備　 費 1，5 4 5 〉　 管 5 4 5 † 川 5

農　　　 具　　　 費 ス 5 4 9

畜　　　 力　　　 費 1 7 － －

労　　　 働　　　 費 2 5，8 9 5 1 0，2 0 4 又 2 8 9

費　 用　 合　 計 4 （～，7 2 8 5 2，5 5 8 5 5．4 4 4

副　 産　 物　 価　 格 1．7 9 5 1，4 1 0 1，2 5 2

第 1 次　 生　 産　 費 4 4，9 5 1 5 1，1 4 8 5 2，2 1 2

資　 本　 利　 子 2 ，7 1 2 8 0 5 8 7 7

地　　　　　　　 代 5，0 8 0 5，0 0 0 5，0 0 0

第　 2　次　 生　 産　 費 5 2，7 0 5 5 8，7 5 5 5 ス 8 8 9

収　　　　 量　　 （毎 ） 4 9 8 ‘5 7 8 0 5

米 6 0 晦 当 り

生　 産　 費

1 次　 生　 産　 費 5．4 8 0 2，9 5 4 5，1 9 2

2　　 〝　　　　 〝 8，5 （5 0 5．4 6 2 5．7 5 4

1 0 a　 当　 り　 労　 働　 時　 間 1 2 0．6 4 2．7 8 4 0．2 8

粗　　　　　　 収　　　　　　 益 9 4，8 2 5 8 買　7 7 5

純　　　　　　 収　　　　　　 益 ‘5，4 7 7 5 ス 5 6 1

生 産　 費 1，0 0 0 円 当　 り　収 益 2，0 5 8 1，7 8 9

固 定 資 本 1．0 0 0　円 当 り 収 益 5，1 8 5 5 ．8 7 6

所　　　 得　　　　 率　 （痴 ） 7 7　8 7 4．5

労　 働　 生　 産　 性　 （ 円 ） 1，7 2 5 1，d 8 0

系が高い。しかし，物財贅，特に乾田期間の除草剤穀

が高く，この面からも効果的除草法，施肥法の解決が

必要である。

10a当り労働費は究289円で県平均の59肇，労働

1時間当りの所得は1，880円で，県平均の5．8倍と試

算された。しかし，稚苗体系より85円の減少となった。

4　　ま　　　と　　　め

乾直体系は過去2カ年の試験の結果，稚苗体系より

省力的であったが，生産性が劣った。しかし，反面．

段枕，建物等の固定資本の投資効果が高かった。今後．

下記の問題点が解決されれば，大幅な省力化．生産性

向上が可能で，高生産稲作技術が確立されるものと思

われる。

問題点

1耕起，整地の能率化，あるいは省略化

2　効果的除草法，施肥法（生わら施用含み）

5　出芽苗立ちの早期確保と安定化

4　過大透水量の防止法

5　良質・多収品種の選定


